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徳
富
蘇
峰
記
念
館 

第
32
回
特
別
展
示
目
録 

吉
田
松
陰 

そ
の
大
い
な
る
系
譜
展 

 
展
示
期
間 

平
成
27
年
1
月
6
日
（火）
〜
12
月
20
日
（日） 

 

は 

じ 

め 

に 

 

長
州
藩
士
・
杉
百
合
之
助
の
次
男
と
し
て
１
８
３
０
（
文
政
13
）
年
に
生
ま
れ
た
杉
寅
之

助
（
後
の
吉
田
松
陰
）
は
、
6
歳
で
山
鹿
流
兵
学
師
範
・
吉
田
家
の
家
督
を
継
ぎ
、
叔
父
玉

木
文
之
進
（
松
下
村
塾
創
立
者
）
の
厳
し
い
教
え
を
受
け
、
11
歳
の
頃
に
は
藩
主
・毛
利
慶

親
に
進
講
す
る
ほ
ど
の
才
を
発
揮
し
ま
し
た
。
そ
の
後
藩
校
・
明
倫
館
の
兵
学
教
授
と
し
て

出
仕
し
た
松
陰
は
、
遊
学
中
の
１
８
５
３
（
嘉
永
6
）
年
ペ
リ
ー
の
黒
船
を
浦
賀
に
見
た
そ

の
翌
年
、
下
田
に
停
泊
中
の
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
へ
赴
き
密
航
を
企
て
る
も
失
敗
、
萩
の
野
山
獄

に
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
野
山
獄
で
は
、
松
陰
妹
の
文
（
ふ
み
）が
書
物
を
差
し
入
れ
る
な
ど

献
身
的
に
尽
く
し
ま
し
た
。
こ
の
文
は
や
が
て
久
坂
玄
瑞
に
嫁
ぎ
、
久
坂
が
禁
門
の
変
で
倒

れ
る
や
、
姉
・
寿
（
ひ
さ
）
と
死
別
し
た
小
田
村
伊
之
助
（
楫
取
素
彦
）
と
再
婚
し
ま
す
。 

恩
赦
に
よ
り
獄
を
出
た
松
陰
は
松
下
村
塾
を
引
き
継
ぎ
奮
闘
、
1
年
数
ヶ
月
に
し
て
“
日

本
近
代
の
礎
”
を
後
に
築
く
多
く
の
同
志
や
人
材
を
育
て
ま
し
た
。 

１
８
５
９
（
安
政
6
）
年
、
安
政
の
大
獄
に
連
座
し
松
陰
は
30
年
と
い
う
短
い
生
涯
を

閉
じ
ま
す
が
、
そ
の
処
刑
か
ら
34
年
後
の
明
治
26
年
、
31
歳
の
徳
富
蘇
峰
は
傑
作
と
評

さ
れ
今
も
読
み
継
が
れ
る
伝
記
『
吉
田
松
陰
』
を
発
刊
し
ま
す
。(

明
治
41
年
に
改
訂
版) 

吉
田
松
陰
を
「
日
本
精
神
の
権
化
」
と
敬
愛
を
込
め
て
表
し
た
蘇
峰
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
、
ま
た
新
聞
経
営
者
の
立
場
よ
り
多
く
の
松
陰
門
下
と
関
係
を
深
め
ま
し
た
。 

今
回
の
展
示
で
は
、
そ
の
交
流
の
一
端
を
書
簡
を
通
し
て
ご
覧
い
た
だ
き
、
併
せ
て
蘇
峰
が

前
出
著
作
『
吉
田
松
陰
』
や
『
近
世
日
本
国
民
史
』
執
筆
に
当
た
り
、
蒐
集
し
た
松
陰
関
連

の
資
料
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
登
場
人
物
た
ち
が
今
に
残
し

た
筆
跡
や
息
遣
い
な
ど
に
も
ご
注
目
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

   

 

➊ 

吉
田
松
陰
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 

 

●
吉
田
松
陰
直
筆
の
「三
余
説
」(

野
山
獄
文
稿) 

詳
し
い
解
説
は
4
頁 

 

●
「吉
田
松
陰
拝
闕
詩
碑
」の
原
拓 

１
８
５
３
（
嘉
永
6
）
年
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
ロ
シ
ア
軍
艦
に
乗
り
込
む
た
め
、
長
崎
に
向
か

う
途
中
の
松
陰
が
、
立
ち
寄
っ
た
京
都
で
、
天
皇
へ
の
崇
拝
の
念
と
公
卿
た
ち
の
無
能
さ
を

憂
い
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
山
県
有
稔
の
為
に
書
か
れ
た
詩
で
、
嗣
子
の
山
県
有
朋
が
宮
中

に
寄
贈
。
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
、
吉
田
松
陰
没
後
50
回
忌
に
撮
影
の
許
し
を
得
て
同

志
に
頒
布
し
、
京
都
府
教
育
会
が
こ
れ
を
碑
に
し
た
も
の
。 

（京
都
市
岡
崎
・京
都
府
立
図
書
館
内
に
建
つ 

石
碑
の
裏
に
野
村
靖
撰
文
に
よ
る
碑
の
来

歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
） 

 

山
河
襟
帯
自
然
城 

 

東
来
無
不
日
憶
神
京 

今
朝
盥
嗽
拝
鳳
闕 

 

野
人
悲
泣
不
能
行 

上
林
零
落
非
復
昔 

 

空
有
山
河
無
変
更 

聞
説
今
皇
聖
明
徳 

 

敬
天
憐
民
発
至
誠 

鶏
鳴
乃
起
親
斎
戒 

 

祈
掃
妖
氛
致
太
平 

従
来
英
皇
不
世
出 

 

悠
々
失
機
今
公
卿 

安
得
天
詔
勅
六
師 

 

坐
使
皇
威
被
八
絋 

人
生
若
萍
無
定
在 

 

何
日
重
拝
天
日
明 

 
 

右
癸
丑
十
月
朔
旦
奉
鳳
闕
、
粛
然
賦
之
。
時
余
将
西
走
入
海
。 

 
 
 
 

丙
辰
季
夏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
一
回
藤
寅
手
録 

 

●
吉
田
松
陰
の
銅
像
」(

座
像) 

 
●
松
陰
が
愛
用
し
た
「雅
号
印
の
印
譜
」(

七
種) 

（「昭
和
3
年
10
月
青
山
会
館
に
於
い
て
松
陰
先
生
遺
墨
展
覧
会
の
際
捺
印 

蘇
峰
老

人
」と
の
手
書
き
コ
メ
ン
ト
あ
り
） 

「日
夕
佳
」（大
小
２
個
） 

「吉
田
矩
方
」 

「子
義
氏
」「吉
田
氏
蔵
書
之
印
信
」 

「
吉
田
」「矩
方
」 
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❷ 

関
係
資
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
徳
富
蘇
峰
撰
書 

鎌
倉
瑞
泉
寺
「松
陰
吉
田
先
生
留
蹟
碑
」の
原
拓 

碑
表 

 

松
陰
吉
田
先
生
留
蹟
碑 

 

碑
裏 

瑞
泉
寺
竹
院
上
人
松
陰
吉
田
先
生
伯
父
也 

先
生
訪
上 

人
於
瑞
泉
寺
前
后
四
回 

其
在
埜
山
獄
也
賦
詩
曰
山
光 

竹
色
入
窓
青
方
丈
幽
深
倚
錦
屏
今
我
為
囚
空
憶
昔
月 

中
一
夜
叩
雲
扃
可
以
知
先
生
魂
魄
存
于
此
地
也
矣 

昭
和
四
稔
四
月 

蘇
峰
菅
原
正
敬
撰
并
書 

 

[

本
文
訓
読] 

瑞
泉
寺
の
竹
院
上
人
は
松
陰
吉
田
先
生
の
伯
父
な
り
。
先
生
上
人
を
訪
ふ
こ
と
前
后

四
回
な
り
。
其
の
埜
山
獄
に
在
る
や
、
詩
に
賦
し
て
曰
く
「
山
光
竹
色
窓
に
入
り
て
青
し 

方
丈
幽
深
錦
屏
に
倚
る 

今
我
囚
と
為
り
て
空
し
く
昔
を
憶
ふ 

月
中
一
夜
雲
扃
を
叩

く
」
と
。
以
っ
て
先
生
の
魂
魄
此
の
地
に
存
す
る
こ
と
を
知
る
可
き
か
な
。 

昭
和
四
稔
四
月 

蘇
峰
菅
原
正
敬
撰
書
を
并
す 

 

碑
は
昭
和
４
年
に
鎌
倉
瑞
泉
寺
山
門
前
に
建
築
さ
れ
た
。
そ
の
建
立
に
対
す
る
吉
田
庫

三
の
妻
・
茂
子
か
ら
の
蘇
峰
宛
書
簡
も
展
示
中
。 

 

          

●
「佐
藤
一
斎
の
賛
入
り 

孔
子
肖
像
画
」 

 

＊
佐
藤
一
斎 

１
７
７
２
〜
１
８
５
９ 

(

安
永
1
〜
安
政
6) 

江
戸
後
期
の
儒
学
者 

昌
平
黌
の
教
授
と
な
り
、
幕
府
の
文
教
の
中
心
的
人
物
と
な
る
。 

一
斎
の
門
下
に
は
佐
久
間
象
山
、
渡
辺
崋
山
、
横
井
小
楠
な
ど
幕
末
に
活
躍
し
た
人
物

が
が
い
る
。 

 

●
吉
田
松
陰
に
影
響
を
与
え
た
「三
傑
人
の
書
軸
」 

 
 
 
 

横
井
小
楠 

１
８
０
９
〜
１
８
６
９ 

(

文
化
6
〜
明
治
2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

熊
本
藩
士 

儒
学
者
・政
治
家 

維
新
十
傑
の
一
人
。
通
称
・平
四
郎
。
熊
本
藩
で
取
り
組

ん
だ
藩
政
改
革
が
反
対
派
に
よ
っ
て
失
敗
。
福
井
藩
の
松
平
春
嶽
の
も
と
で
政
治
顧
問
と

し
て
活
躍
、
幕
政
改
革
や
公
武
合
体
の
推
進
な
ど
で
活
躍
し
た
。
明
治
維
新
後
、
新
政
府

に
出
仕
し
た
が
耶
蘇
教
徒
・
共
和
的
思
想
の
持
ち
主
と
し
て
、
保
守
派
に
よ
り
暗
殺
さ
れ

た
。
蘇
峰
の
父
・一
敬
は
小
楠
の
高
弟
で
あ
る
。 

 

◆
展
示
書
軸 

「人
心
惟
危 

道
心
惟
微 

惟
精
惟
一 

允
執
厥
中
」 

 

[

詩
意] 

 

現
今
人
心
は
安
定
を
欠
き
、
道
徳
心
も
薄
れ
て
い
る
が
、
人
間
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
中

庸
を
守
る
と
い
う
そ
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。 

 

佐
久
間
象
山 

１
８
１
１
〜
１
８
６
４ (

文
化
8
〜
元
治
1) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

江
戸
末
期
の
兵
学
者
・
朱
子
学
者
・
思
想
家
。
信
濃
松
代
藩
士
佐
久
間
国
善
の
子
。
名
は

国
忠
、
の
ち
啓
、
通
称
は
修
理
。
妻
順
子
は
勝
海
舟
の
妹
。
佐
藤
一
斎
に
詩
文
を
学
び
、
泰

西
の
書
を
研
究
し
兵
学
を
講
じ
る
。
門
人
吉
田
松
陰
の
事
件
に
連
座
し
下
獄
、
松
代
に
蟄

居
し
た
。
幕
命
に
よ
り
上
洛
し
山
階
宮
・徳
川
慶
喜
に
謁
し
、
時
務
を
講
じ
る
。
ま
た
将
軍

徳
川
家
茂
・中
川
家
に
も
謁
す
。
京
都
三
条
木
屋
で
暗
殺
さ
れ
た
。 
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◆
展
示
書
軸 

「
得 

洒
侯
書
因
以
詩
寄 

長
簡
示
流
語 

還
銘
顧
遇
深 

論
風
歎
路
阻 

仰
月
恨 

空 

陳
謝
遏
帰
牯 

輟
争
暫
関
金 

萬
言
難
亮
意 

意
亮
在
知
音 

佐
久
間
啓
具
」 

 

[

大
意]
洒
侯
（
江
戸
後
期
の
儒
医
・
書
家
の
渋
谷
竹
栖
）
の
書
簡
に
詩
を
寄
せ
る 

洒
侯
の

長
い
手
紙
は
洒
侯
の
起
居
を
伝
え
、
私
に
対
す
る
洒
侯
の
情
の
深
さ
を
身
に
沁
み
て
感
じ

る 

洒
侯
は
風
が
強
く
私
の
下
へ
来
ら
れ
ぬ
と
歎
じ
、
空
が
曇
っ
て
い
る
の
で
月
を
鏡
に
し

て
心
を
通
わ
す
こ
と
が
で
き
ぬ
と
恨
ん
で
い
る 

私
事
に
つ
い
て
の
ご
心
配
は
誠
に
有
難
い 

言
葉
を
費
や
し
て
も
私
の
洒
侯
へ
の
真
心
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
洒
侯
の
私
に

対
す
る
明
ら
か
な
こ
と
は
、
私
を
よ
く
知
っ
て
い
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

藤
田
東
湖 

１
８
０
６
〜
１
８
５
５ 

(

文
化
3
〜
安
政
2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

幕
末
の
水
戸
藩
士 

水
戸
学
藤
田
派
の
学
者 
水
戸
学
の
大
家
と
し
て
尊
皇
志
士
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
安
政
の
大
地
震
の
た
め
江
戸
小
石
川
の
藩
邸
で
圧
死
。 

 

◆
展
示
書
軸 

「
次
韻
同
盟
」」 

 

●
「安
政
二
年 

豆
州
下
田
湊
へ
亜
墨
利
加
船
渡
来
図
」 

（
27x

468

cm
・上
・下
巻
の
上
） 

 

１
８
５
３
（
寛
永
6
）
年
、
4
隻
の
黒
船
と
と
も
に
浦
賀
に
や
っ
て
来
た
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー

提
督
は
、
日
本
政
府
に
開
国
を
迫
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
に
再
び
来
航
し
、
横
浜
に
て
日
米
和

親
条
約
を
締
結
。
こ
の
条
約
に
よ
り
下
田
と
函
館
は
開
港
さ
れ
、
200
年
以
上
続
い
た
日
本

の
鎖
国
が
つ
い
に
解
か
れ
た
。
大
名
お
抱
え
絵
師
に
よ
り
描
か
れ
た
こ
の
「豆
州
下
田
湊
へ
亜

墨
利
加
船
渡
来
図
」
に
、
下
田
港
の
様
子
や
吉
田
松
陰
が
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
へ
と
漕
ぎ
出
し
た

弁
天
島
な
ど
が
見
て
と
れ
る
。 

 

●
『吉
田
松
陰
』初
版
（
明
治
26
年
12
月
発
刊
・民
友
社
） 

 

●
『吉
田
松
陰
』改
版
（
明
治
41
年
10
月
発
刊
・民
友
社
） 

   

             

●
初
版
『吉
田
松
陰
』の
勝
海
舟
に
よ
る
題
字
と
序
の
原
本 

 

「余
曾
見
松
陰
先
生
於
佐
久
間
象
山
邸
第 

今
閲
此
書
不
堪
今
昔
之
感 

柾
筆
書
一
言
巻
首
云 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

癸
巳
能
冬 

海
舟
」 

 

蘇
峰
は
明
治
26
年
『
吉
田
松
陰
』
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
勝
海
舟
に
そ
の
序
文
を
依

頼
し
ま
し
た
。
緒
言
で
は
「勝
海
舟
翁
、
佐
久
間
象
山
と
旧
交
あ
り 

象
山
は
松
陰
の
師 

而
し
て
余
亦
海
舟
翁
の
門
下
に
教
を
受
く 

故
に
翁
の
題
言
を
請
ふ
て
之
を
篇
頭
に
掲

ぐ 

亦
た
因
縁
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
」と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

●
『吉
田
松
陰
』初
版
原
稿
（松
陰
先
生
初
稿 

一-

三
） 

 

●
『近
世
日
本
国
民
史 

安
政
の
大
獄
後
編
』（民
友
社
版
・講
談
社
学
術
文
庫
版
） 

 
●
徳
富
蘇
峰
の
米
寿
を
祝
っ
て
刊
行
さ
れ
た
歌
集
『残
夢
』よ
り
「東
湖
と
松
陰
」 

 

世
は
変
わ
り
今
は
東
湖
も
松
陰
も
説
く
人
あ
ら
ず
聴
く
ひ
と
も
あ
ら
ず 

 

●
徳
富
蘇
峰
の
書
斎
に
並
ん
だ
維
新
前
夜
に
活
躍
し
た
志
士
に
つ
い
て
の
著
作
本 

『神
国
魂 

吉
田
松
陰
』 
村
崎
毅
著 

㈱
学
習
社 

昭
和
17
年 

“
２
度
”
執
筆
さ
れ
た
『
吉
田
松
陰
』 

徳
富
蘇
峰
は
人
物
伝
『
吉
田
松
陰
』
を
、
初
版
と
改
版
の
“
二
度
”
に
わ
た
り
執
筆
し

た
と
言
わ
れ
ま
す
。
初
版
は
明
治

26
年
12
月
に
刊
行
、
蘇
峰
著
作
の
中
で
も
初
期

を
飾
る
輝
か
し
い
作
品
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
15
年
後
の
明
治
41
年
10
月
、
改
版
を
発
行
し
ま
す
が｢

修
繕
と
云
は
ん
よ

り
も
、
事
実
に
於
て
は
、
新
築
に
も
過
き
た
る
大
修
繕｣

と
蘇
峰
が
語
る
通
り
、
大
幅

に
章
の
削
除
追
加
が
行
わ
れ
、
別
の
著
作
に
な
っ
た
と
も
評
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
「
例

言
」
に
て
「
乃
木
大
将
の
剴
切
な
る
慫
慂
を
受
け
て
の
大
修
繕
だ
っ
た
こ
と
を
明
か

し
、
結
果
的
に
松
陰
門
弟
重
鎮
ら
の
満
足
を
得
た
こ
の
改
訂
版
は
、
初
期
版
以
上
の

大
ヒ
ッ
ト
作
と
な
り
ま
し
た
。
初
版
の
題
字
と
序
を
若
干
31
歳
の
蘇
峰
は
勝
海
舟
に

依
頼
し
、
そ
の
原
本
が
当
館
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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『下
田
に
於
け
る
吉
田
松
陰
』 

福
本
義
亮
著 

㈱
誠
文
堂
新
光
社 

昭
和
17
年 

『人
間
錬
成
の
吉
田
松
陰
』 

品
川
義
介
著 

東
水
社 

昭
和
16
年 

『吉
田
松
陰
』 

田
中
惣
五
郎
著 

千
倉
書
房
版 

昭
和
14
年 

『水
戸
義
軍
と
信
濃
路
』 

小
林
郊
人
著 

水
藩
志
士
史
跡
顕
彰
会 

『烈
公
と
幕
末
の
水
戸
藩
』 

山
本
秋
広
著 

茨
城
経
済
社 

昭
和
30
年 

『維
新
暗
殺
秘
録
』 

平
尾
道
雄
著
」 

民
友
社 

昭
和
5
年 

『藤
田
東
湖
伝
』 
高
須
芳
次
郎
著 

誠
文
堂
新
光
社 

昭
和
16
年 

『藤
田
東
湖
全
集 

第
三
巻 

東
湖
詩
歌
集
』 

高
須
芳
次
郎
著 

章
華
社 

昭
和
10
年 

 
 

 

❸ 

展
示
書
簡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

吉
田

よ

し

だ 

松
陰

し

ょ

う

い

ん 
 

１
８
３
０
～
１
８
５
９
（
文
政
13
～
安
政
6
）  
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

萩
城
下
松
本
村
の
長
州
藩
士
・
杉
百
合
之
助
の
次
男
。
通
称
・
寅
次
郎
。
号
は
松
陰
、
二

十
一
回
猛
士
な
ど
。
山
鹿
流
兵
学
師
範
で
あ
る
叔
父
・
吉
田
大
助
の
養
子
と
な
る
。
叔

父
・
玉
木
文
之
進
が
開
い
た
松
下
村
塾
で
学
ぶ
。
11
歳
の
時
に
藩
主
・毛
利
慶
親
へ
御
前
講

義
を
す
る
な
ど
幼
い
こ
ろ
よ
り
才
能
を
発
揮
。
19
歳
で
藩
校
・
明
倫
館
の
独
立
師
範
に
就

任
し
た
。
21
歳
で
九
州
遊
学
の
旅
に
出
か
け
、
肥
後
で
は
宮
部
鼎
蔵
ら
と
親
交
を
深
め
る
。

22
歳
で
江
戸
へ
出
て
、
西
洋
兵
学
者
・
佐
久
間
象
山
の
塾
に
入
門
す
る
。
同
年
宮
部
ら
と

東
北
旅
行
を
計
画
し
た
が
、
藩
か
ら
の
関
所
通
行
手
形
が
な
か
な
か
出
な
い
た
め
脱
藩
を

実
行
。
東
北
視
察
の
後
、
脱
藩
の
罪
で
萩
に
送
還
。
藩
士
の
身
分
を
失
っ
た
。 

藩
主
の
計
ら
い
で
10
年
間
の
諸
国
遊
学
の
許
可
が
出
る
。
長
崎
に
寄
港
し
て
い
た
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
率
い
る
ロ
シ
ア
艦
隊
に
乗
り
込
む
計
画
で
赴
く
が
、
す
で
に
出
港
し
た
後
で
目
的
は
果

た
せ
な
か
っ
た
。
安
政
元
年
に
は
、
下
田
に
再
来
航
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
提
督
ペ
リ
ー
の
軍
艦

ポ
ー
ハ
タ
ン
号
に
金
子
重
輔
と
乗
船
し
密
航
の
意
思
を
伝
え
る
が
拒
否
さ
れ
た
。
幕
府
に

自
首
し
投
獄
、
松
陰
だ
け
で
な
く
そ
の
師
・
佐
久
間
象
山
も
連
座
し
て
投
獄
さ
れ
た
。
松

陰
は
国
許
幽
閉
を
申
し
渡
さ
れ
、
長
州
萩
の
野
山
獄
へ
幽
囚
。
獄
中
で
は
囚
人
た
ち
を
相

手
に
「
孟
子
」
の
講
義
を
行
っ
た
。 

安
政
2
年
杉
家
へ
幽
囚
の
処
分
と
な
り
、
自
宅
で
「
孟
子
」
の
講
義
を
再
開
。
叔
父
・
玉
木

文
之
進
が
創
始
し
た
松
下
村
塾
を
引
き
受
け
て
主
宰
者
と
な
り
、
高
杉
晋
作
・
久
坂
玄

瑞
・
伊
藤
博
文
・
吉
田
稔
麿
・
前
原
一
誠
・
山
県
有
朋
な
ど
、
維
新
の
指
導
者
と
な
る
人
材

を
育
て
た
。 

安
政
5
年
幕
府
が
無
勅
許
で
日
米
修
好
通
商
条
約
を
結
ん
だ
こ
と
に
怒
り
、
老
中
・間

部
詮
勝
の
暗
殺
を
計
画
。
こ
れ
を
知
っ
た
長
州
藩
は
松
陰
を
再
び
野
山
獄
に
投
獄
し
、
松

下
村
塾
の
閉
鎖
を
命
じ
る
。
安
政
6
年
安
政
の
大
獄
に
よ
り
江
戸
へ
送
還
さ
れ
、
獄
中
で

「留
魂
録
」を
書
き
残
す
。
老
中
暗
殺
計
画
を
自
供
し
た
た
め
、
江
戸
伝
馬
町
の
獄
に
て
斬

首
刑
に
処
さ
れ
た
。
享
年
30
。 

 

◆
展
示
品 

三
余
説 

昔
董
遇
謂 

読
書
當
以
三
余 

冬
者
歳
之
余 

夜
者
日
之
余 

陰
雨
者
時
之
余 

然
歳
之
有
冬 

日
之
有
夜 

時
之
有
雨 

皆 

天
道
之
常 

未
足
以
為
余
也 

吾
入
獄
来 

亦
得
三
余 

以
読 

書
謂 

己
失
義
於
忠
孝 

尚
仰
食
於
家
國 

非
是
君
父 

之
余
恩
邪 

己
幽
身
於
陰
房 

尚
取
照
於
戸
隙 

非
是
日
月
之
余 

光
邪 

性
巳
狂
悖 

多
犯
大
典 

質
又
尫
弱 

教
羅
篤
疾 

有
一 

千
此 

皆
足
以
殺
身 

而
方
且
仰
余
恩 

取
余
光 

非
是
人
生 

之
余
命
邪 

凡
此
三
余
者 

皆
董
遇
之
所
無 

而
吾
濁
得
之 

雖
没
身
足
矣 

抑
董
遇
或
為
農 

或
為
官 

徒
得
其
三
余 

猶 

足
以
伝
俸
於
天
下
後
世 

況
吾
得
我
三
余 

寧
可
量
哉 松

陰
生
稿 

 

[

大
意]

昔
、
董
遇
（三
国
魂
の
学
者
。
読
書
百
遍
意
自
ら
通
ず
と
言
っ
た
人
）が
、
読
書
は
三

つ
の
余
暇
に
す
べ
き
だ
と
い
っ
て
い
る
。
冬
・夜
・
雨
の
日
と
。
し
か
し
こ
の
余
暇
は
天
道
の
常
で

あ
り
、
こ
れ
は
余
と
は
言
え
な
い
。
私
は
獄
に
入
っ
て
私
流
の
三
余
を
得
て
、
読
書
を
し
て
い

る
。
そ
れ
は
君
父
の
余
恩
と
、
戸
隙
か
ら
の
日
月
の
余
光
と
、
病
身
に
あ
る
余
力
と
で
あ
る
。

董
遇
は
農
業
を
な
し
、
官
僚
と
な
り
、
そ
の
上
三
余
を
得
て
い
る
。
そ
の
三
余
が
天
下
後
世

に
伝
わ
っ
て
い
る
程
、
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
余
恩
を
仰
ぎ
、
余
光
を
取
り
、
余
命

に
読
書
し
て
い
る
私
の
三
余
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
程
の
価
値
の
あ
る
三
余
で
は
な
い
か 

 
伊
藤

い

と

う 
博
文

ひ

ろ

ぶ

み 

１
８
４
１
～
１
９
０
９ 

（天
宝
12
～
明
治
42
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
姓
・
林
十
蔵
の
子
。
萩
の
足
軽
・
伊
藤
直
右
衛
門
の
養
子
。
幼
名
利
輔
、
の
ち
俊
輔
、
号

は
春
畝
。
来
原
良
蔵
の
紹
介
で
松
下
村
塾
に
学
ぶ
。
文
久
3
年
井
上
聞
多
（
馨
）
、
遠
藤

謹
助
、
山
尾
庸
三
、
野
村
弥
吉(

井
上
勝)

ら
「
長
州
五
傑
（
長
州
フ
ァ
イ
ブ
）
」
の
一
員
と
し

て
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
。
西
洋
列
強
の
実
力
を
体
感
し
、
開
国
・
富
国
強
兵
論
に
転
じ
た
。
翌
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元
治
元
年
、
長
州
藩
に
よ
る
下
関
で
の
外
国
船
砲
撃
事
件
を
知
る
と
、
井
上
聞
多
と
と
も

に
急
ぎ
帰
国
し
戦
闘
回
避
に
奔
走
す
る
。
以
後
討
幕
運
動
に
従
い
、
薩
長
連
合
成
立
と
と

も
に
高
杉
晋
作
の
も
と
接
薩
副
使
と
な
る
。
明
治
維
新
後
は
初
代
兵
庫
県
知
事
と
な
り
、

そ
の
後
は
新
政
府
の
中
枢
で
活
躍
。
明
治
18
年
に
初
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
り
、
以
後
、

第
5
代
・
第
7
代
・
第
10
代
と
四
次
に
わ
た
り
総
理
大
臣
と
し
て
内
閣
を
組
閣
し
た
。
そ

の
間
、
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
の
起
草
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
、
初
代
枢
密
院
議
長
・

韓
国
統
監
府
統
監
・
貴
族
院
議
長
な
ど
数
々
の
要
職
を
歴
任
。
立
憲
政
友
会
を
結
成
し

初
代
総
裁
を
務
め
て
い
る
。
明
治
42
年
、
ハ
ル
ビ
ン
で
朝
鮮
民
族
主
義
活
動
家
・安
重
根
に

暗
殺
さ
れ
た
。 

 
 ◆

展
示
書
簡 

安
政
5
年
12
月
17
日
付 

「来
原
良
蔵
宛 

伊
藤
利
輔(

博
文)
当
時
十
八
歳
の
書
簡
」 (

古
谷
久
綱
の
鑑
定
文
あ
り) 

私
儀
昨
年
巳
来
英
学
修
業
仕
侯
儀
念
願
有
之
候
二
付
き 

巳
二
去
ル
御
在
府
中
に
も

御
願
申
出
度
奉
存
侯
得
共 

未
夕
道
理
之
学
問
と
て
も
毫
髪
程
も
出
来
候
目
途
も
無

之 

尚
且
〔
且
つ
〕
国
家
御
多
端
中
御
厄
害
申
出
候
事
も
奉
恐
入
候
段
差
控
能
［罷
］
居

今
日
二
至
り
候
得
と
も 

只
今
之
躰
二
而
碌
々
能
〔
罷
〕
居
候
と
て
も
往
々
御
奉
公
之

目
途
も
無
之
就
而
者
何
卒
御
屋
敷
外
へ
能
［
罷
］
出
何
レ
之
師
家
へ
な
り
共
入
込
仕
修

業
仕
度
奉
存
候
に
付
［
き
］
既
二
過
ル
八
月
頃
桂
様
迄
御
願
申
出
御
政
府
御
役
人
様

方
迄
被
仰
入
候
得
と
も
所
金
［
詮
］
君
候
様
御
留
守
二
而
ハ
御
運
び
難
相
成
と
の
御
事

故
推
而
御
願
も
不
申
出
今
以
打
捨
［
テ
］
置
候
得
と
も 

是
切
リ
ニ
仕
置
候 

而
ハ
素
志

も
難
被
仕
逐
千
萬
遺
憾
二
奉
打
過
候
間
何
卒
御
多
端
中
奉
恐
怖
侯
得
と
も
可
相
成

儀
二
御
座
候
得
ば
於
御
国
之
御
詮
儀
［
議
］
被
仰
付
候
而
先
年
長
寄
［
崎
］
表
之
地
方

但
太
郎
其
外
修
業
と
し
て
被
相
越
来
候
先
例
も
有
之
供
奉
に
付 

偏
二
御
詮
儀
［議
］

被
仰
付
候
へ
ハ
至
願
之
程
も
逐
度
奉
存
候
間
閣
下
御
慈
悲
ヲ
以
御
政
府
御
役
人
中
様

方
被
仰
入
不
及
高
大
之
望
願
御
逐
げ
さ
せ
被
仰
下
候
様
奉
顧
上
候
然
［
る
］上
ハ
益
々

精
神
相
し
往
々
御
奉
公
之
目
途
も
相
立
度
奉
存
候
當
今
萬
事
御
多
端
之
折
柄
斯
ク

御
厄
害
申
出
候
事
も
奉
恐
人
候
待
と
も
偏
二
御
願
申
出
侯
段
御
差
免
被
仰
付
候
様

奉
願
上
候
事 

山
下
新
兵
衛
組 

利
輔 

花
押 

十
二
月
十
七
日 

来
原
様 

奉
呈
執
事
閣
下 

  

来 く

る

原 は

ら 

良
蔵

り
ょ
う
ぞ
う 

１
８
２
９
～
１
８
６
２ 

(

文
政
12
～
文
久
2) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

幕
末
期
の
志
士
。
福
原
光
茂
の
三
男
。
長
州
藩
士
・来
原
盛
郷
の
養
子
。 

藩
校
・
明
倫
館
に
学
ぶ
。
桂
小
五
郎
（
後
の
木
戸
孝
允
）
・
吉
田
松
陰
ら
と
親
交
が
あ
り
、

小
五
郎
の
妹
を
妻
と
し
た
。
長
崎
に
赴
い
て
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
西
洋
銃
陣
を
伝
習
。
長
井

雅
楽
の
「開
国
進
取
・公
武
合
体
」を
支
持
す
る
が
、
文
久
2
年
藩
論
は
攘
夷
に
決
定
。
雅

楽
の
同
調
者
と
の
汚
名
を
そ
そ
ぐ
た
め
横
浜
の
外
国
公
使
館
襲
撃
を
計
画
す
る
が
は
た
せ

ず
、
同
年
自
刃
し
た
。 

来
原
良
蔵
は
、
伊
藤
博
文
に
と
っ
て
松
下
村
塾
入
塾
を
薦
め
た
恩
師
で
あ
り
、
そ
の
後
に

伊
藤
は
来
原
の
義
兄
・小
五
郎
の
従
者
と
な
り
、
長
州
藩
の
江
戸
屋
敷
に
移
り
住
ん
だ
。  

 

梶
取
素
彦

か

と

り

も

と

ひ

こ

（小
田
村
伊
之
助
） 

１
８
２
９
～
１
９
１
２ 

(

文
政
12
～
大
正
１)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

萩
藩
医
松
島
瑞
璠
の
次
男
。
萩
藩
の
儒
者
・ 

小
田
村
吉
平
の
養
子
に
入
る
。
藩
校
明
倫

館
に
学
び
、
江
戸
に
出
て
安
積
艮
斎
・佐
藤
一
斎
の
教
え
を
受
け
る
。
安
政
の
大
獄
で
江
戸

送
り
と
な
っ
た
松
陰
か
ら
松
下
村
塾
を
託
さ
れ
る
。 

嘉
永
6
年
松
陰
の
妹
・
寿
と
結
婚
。
藩
主
の
側
近
と
な
っ
た
こ
と
で
多
忙
と
な
り
松
下
村

塾
に
長
く
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
慶
応
3
年
藩
命
に
よ
り
楫
取
素
彦
と
改
名

す
る
。
明
治
9
年
に
群
馬
県
の
初
代
県
令
と
な
り
、
高
崎
か
ら
前
橋
に
県
庁
を
移
転
し
、

製
糸
業
や
教
育
の
振
興
な
ど
に
尽
力
。
特
に
閉
鎖
が
検
討
さ
れ
て
い
た
富
岡
製
糸
場
の
存

続
に
尽
力
し
た
。
妻
・
寿
を
亡
く
し
た
2
年
後
の
明
治
16
年
、
そ
の
妹
・文
（久
坂
玄
瑞
未

亡
人
で
美
和
子
と
改
称
）と
再
婚
。
元
老
院
議
官
、
明
治
天
皇
第
十
皇
女
の
御
養
育
主
任
、

貴
族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
し
、
松
下
村
塾
の
塾
舎
の
保
存
に
も
尽
力
し
た
。 

蘇
峰
は
、
そ
の
著
書
『
吉
田
松
陰
』
に
対
し
て
最
も
理
解
と
感
謝
を
し
て
し
て
く
れ
た
の
は

楫
取
素
彦
だ
と
後
日
述
べ
て
い
る
。 

 

◆
展
示
書
簡 

（□
年
□
月
15
日
付
） 

過
日
ハ
美
菓
壱
折
御
贈
下
さ
れ
奉
謝
候 

茲
二
郷
産
陶
器
肴
合
ニ
任
進
呈
候 

御
答

謝
ノ
寸
容
迄
御
笑
存
の
誠
候 

草
々
又
白 

十
五
日 

楫
取
素
彦 

徳
富
猪
一
郎
君 
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山
県

や

ま

が

た 

有 あ

り

朋 と

も 

１
８
３
８
～
１
９
２
２ 

(

天
保
9
～
大
正
11) 

 
 

 
 

 
 

 
久
坂
玄
瑞
の
紹
介
で
松
下
村
塾
に
入
塾
。
藩
命
に
よ
り
京
都
・
江
戸
・
鹿
児
島
な
ど
を
巡

り
、
各
藩
の
尊
攘
派
志
士
と
交
わ
っ
た
。
高
杉
晋
作
が
創
設
し
た
奇
兵
隊
に
入
っ
て
頭
角
を

現
し
、
奇
兵
隊
の
軍
監
と
な
る
。
戊
辰
戦
争
で
は
北
陸
道
鎮
撫
総
督
・
会
津
征
討
総
督
の

参
謀
と
し
て
転
戦
。
維
新
後
は
軍
政
家
と
し
て
手
腕
を
ふ
る
い
日
本
陸
軍
の
基
礎
を
築
い

て
「
国
軍
の
父
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
官
僚
制
度
の
確
立
に
も
精
力
を
傾
け
、
文
官

試
験
制
度
を
創
設
し
、
後
進
を
育
成
。
日
露
戦
争
で
は
参
謀
総
長
と
な
る
。
明
治 

39
年
公
爵
と
な
り
、
以
後
は
表
面
に
出
ず
元
老
と
し
て
政
界
を
操
縦
し
た
。
大
正
10
年

の
皇
太
子
妃
選
定
問
題
に
よ
っ
て
右
翼
方
面
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
失
意
の
う
ち
に
小
田
原

の
別
荘
「
古
稀
庵
」
で
没
し
た
。 

 

◆
展
示
書
簡 

（明
治
41
年
12
月
31
日
付
） 

貴
著
吉
田
松
陰
を
一
読
し
た
る
に
先
生
の
性
行
言
論
の
大
よ
り
一
動
一
止
の
微
に
至

る
ま
で
其
真
相
を
描
写
表
出
し
て
毫
も
遺
憾
な
し 

本
書
は
旧
著
を
改
訂
し
殆
ど
新
に

起
稿
せ
ら
し
も
の
に
て
其
迅
速
に
し
て
精
密
な
る
寔
に
驚
嘆
の
外
な
し 

老
生
は
先
生
の

門
下
に
在
り
し
も
先
生
の
事
績
に
於
て
此
書
の
三
分
の
一
も
見
聞
に
及
ば
ざ
り
し
な
り 

神
州
の
正
気
鍾
り
て
此
書
に
在
れ
ば
実
に
天
下
の
至
幸
と
謂
う
べ
し 

豈
独
り
門
下
生

の
欣
喜
措
く
能
わ
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や 

閲
読
の
余
茲
に
一
言
の
謝
意
を
表
し
候 

歳

年
崢
嶸
御
繁
忙
相
察
候 

盛
壮
な
る
御
超
歳
を
祈
候 

草
々
不
宣 

十
二
月
卅
一
日 

椿
山
荘
主 

朋 

頓
首 

蘇
峰
老
兄
侍
史 

封
筒
表 

東
京
赤
坂
区
青
山
南
町
六
丁
目
三
十
番
地 

徳
富
猪
一
郎
殿 

封
筒
裏 

小
田
原
板
橋
古
稀
庵 

朋 

 

杉 す

ぎ 

孫 ま

ご

七
郎

し

ち

ろ

う 

１
８
３
５
～
１
９
２
０ 

（天
保
6
～
大
正
9
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

明
治
・
大
正
期
の
政
治
家
。
号
、
松
城
、
古
鐘
な
ど
。
長
州
藩
士
・
植
木
五
郎
右
衛
門
の
子

で
、
同
藩
士
・
杉
彦
之
進
の
養
子
と
な
っ
た
。
藩
校
明
倫
館
に
学
び
、
吉
田
松
陰
の
薫
陶
も

受
け
た
。
文
久
1
年
、
藩
命
に
よ
り
幕
府
の
遣
欧
使
節
・
竹
内
保
徳
に
従
い
欧
州
を
視
察

し
た
。
元
治
1
年
の
四
国
（
英
仏
蘭
米
）
連
合
艦
隊
に
よ
る
下
関
襲
撃
に
際
し
て
は
、
井
上

馨 

ら
と
共
に
戦
争
回
避
に
尽
力
。
維
新
後
、
山
口
藩
権
大
判
事
、
宮
内
大
丞
、
秋
田
県

令
を
経
て
、
明
治
6
年
再
び
宮
内
大
丞
と
な
り
、
以
後
宮
内
少
輔
、
宮
内
大
輔
、
皇
太
后

宮
大
夫
な
ど
宮
中
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
20
年
子
爵
と
な
り
、
30
年
枢
密
顧
問
官
、

41
年
議
定
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
能
筆
家
と
し
て
も
有
名
。 

 

◆
展
示
書
簡 

 

御
殿
場
滞
在
中
に
て 

お
ふ
じ
山
白
粉
つ
け
て
か
お
な
し
て
園
遊
会
の
客
を
迎
へ
り 

井
上
侯
同
年
の
古
鐘 

封
筒
表 

明
治
43
年
11
月 

杉
子
爵
画 

興
津
井
上
侯(

井
上
馨)

園
遊
会
に
て 

 

乃
木

の

ぎ 

希 ま

れ

典 す

け 
 

１
８
４
９
～
１
９
１
２ 

（嘉
永
2
～
大
正
1
）  

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
州
藩
士
・陸
軍
大
将
・伯
爵
。
吉
田
松
陰
に
心
服
し
、
伯
父
玉
木
文
之
進
の
門
に
入
る
。 

萩
の
乱
、
西
南
戦
争
に
従
軍
。
川
上
操
六
と
ド
イ
ツ
に
留
学
し
軍
制
・戦
術
を
研
究
。
台
湾

総
督
を
経
て
日
露
戦
争
に
は
第
三
軍
司
令
官
と
し
て
旅
順
攻
略
を
指
揮
。
戦
後
、
軍
事

参
議
官
・
学
習
院
院
長
と
な
る
。
大
正
元
年
、
明
治
天
皇
御
大
葬
の
当
日
に
妻
と
共
に
殉

死
。 ◆

展
示
書
簡  

（明
治
41
年
5
月
25
日
付
・葉
書
） 

拝
啓
過
日
の
御
書
面
に
付 

早
速
吉
田
庫
三
氏
へ
申
遣
シ
同
氏
一
昨
夜
来
呉
々
明
日

迄
に
は
送
越
候
筈
又
拝
借
読
了
候
間
併
せ
可
差
出
延
引
の
段
御
詫
迄
如
此
段
候
儀
御

免
を
乞 

五
月
二
十
五
日 

乃
木
希
典 

 

野
村

の

む

ら 

靖
や
す
し 

１
８
４
２
～
１
９
１
２ 

（天
保
13
～
明
治
42) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幕
末
・
明
治
期
の
志
士
・
政
治
家
。
長
州
藩
士
・
野
村
嘉
次
郎
の
子
、
入
江
九
一
の
弟
。
伊

藤
博
文
の
最
初
の
妻
・す
み
子
は
妹
。 

安
政
4
年
吉
田
松
陰
門
下
に
入
り
、
の
ち
尊
王
攘
夷
運
動
に
挺
身
。
文
久
2
年
御
殿
山

イ
ギ
リ
ス
公
使
館
焼
打
ち
に
加
わ
る
。
禁
門
の
変
の
の
ち
御
楯
隊
を
率
い
て
藩
の
内
戦
、
幕

長
戦
争
に
参
加
。
維
新
後
は
宮
内
大
丞
、
外
務
大
書
記
と
な
り
岩
倉
具
視
ら
に
随
行
し
て

欧
米
に
渡
る
。
帰
国
後
神
奈
川
県
令
、
逓
信
次
官
を
へ
て
、
駐
仏
公
使
な
ど
を
務
め
た
。
晩

年
は
皇
室
の
養
育
掛
長
を
務
め
た
。
遺
言
に
よ
り
吉
田
松
陰
の
墓
域
内
に
埋
葬
さ
れ
た
。

松
陰
が
処
刑
さ
れ
る
前
に
記
し
た
「留
魂
録
」は
松
陰
と
牢
中
で
起
居
を
と
も
に
し
た
沼
崎

吉
五
郎
が
大
切
に
保
管
し
、
明
治
9
年
に
神
奈
川
県
県
令
の
野
村
に
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
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る
。 

 
◆
展
示
書
簡 

（
明
治
41
年
8
月
28
日
付
） 

マ
シ
ニ
イ[

ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ
・
マ
ッ
ツ
ィ
ー
二
・
イ
タ
リ
ア
統
一
の
三
傑
の
一
人]

に
関
す
る
二
章

御
勇
割
之
由
猛
奮
之
蜂
可
想 

○
小
生
老
母
へ
先
師
よ
り
遣
わ
さ
れ
た
る
書
は
三
月
十
一
日
な
る
べ
し 

○
小
生
捕
縛
せ
ら
れ
て
萩
に
遠
送
せ
ら
れ
し
は
三
月
下
旬
か
と
覚
え
候 

其
日
は
忘
れ

申
候 

追
懐
録
を
御
一
閲
下
さ
る
べ
く
候 

○
小
生
兄
の
揚
屋
日
記
な
る
も
の
あ
り 

未
だ
尊
覧
に
入
れ
ず
、
之
を
御
一
覧
候
て
御

参
考
に
為
し
下
さ
れ
候
わ
ば
本
懐
之
至
に
候 

小
生
御
供
に
て
帰
京
之
時
は
、
来
月
十

日
前
後
な
る
べ
し
。
其
節
御
手
許
へ
差
出
す
べ
く
候 

頓
首 

八
月
廿
八
日 

靖 

徳
富
学
兄
函
丈 

封
筒
表 

東
京
赤
坂
青
山
南
町
六
丁
目
三
十
番
地 

徳
富
猪
一
郎
殿 

封
筒
裏 

相
州
宮
の
下 

野
村
靖 

 

吉
田

よ

し

だ 

庫
三

く

ら

ぞ

う 

１
８
６
７
～
１
９
２
２ 

(

慶
応
3
～
大
正
11) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
田
松
陰
の
妹
・
千
代
（
芳
子
）
と
児
玉
祐
之
の
息
子
と
し
て
長
州
藩
に
生
ま
れ
る
。
吉
田

松
陰
が
刑
死
後
、
安
政
の
大
獄
大
赦
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
吉
田
家
を
、
11
歳
の
時
に
第

11
代
と
し
て
相
続
。
萩
の
松
陰
神
社
の
毎
年
の
例
祭
に
祭
主
を
務
め
た
。 

吉
田
松
陰
が
創
立
し
た
松
下
村
塾
に
７
歳
の
時
に
入
り
、
大
叔
父
の
玉
木
文
之
進
の
教
え

を
受
け
る
。
12
歳
で
そ
の
課
程
を
終
え
た
後
は
、
私
塾
西
鄙
黌
で
学
び
、
明
治
15
年
、
15

歳
の
時
に
上
京
し
て
二
松
学
舎
に
入
学
し
、
2
年
間
、
漢
学
を
学
ん
だ
。
22
歳
の
時
に
学

習
院
で
初
め
て
教
鞭
を
と
っ
た
。
以
後
、
高
等
師
範
学
校
中
学
科
、
陸
軍
幼
年
学
校
等
で

教
え
、
明
治
28
年
従
七
位
を
授
与
さ
れ
た
。
明
治
30
年
か
ら
商
船
学
校
（
現
東
京
海
洋

大
学
）
で
教
え
た
後
は
、
鳥
取
県
第
一
中
学
校
（
現
鳥
取
県
立
鳥
取
西
高
等
学
校
）、
神
奈

川
県
第
二
中
学
校
（
現
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
）
、
神
奈
川
県
立
第
四
中
学
校

（
現
神
奈
川
県
立
横
須
賀
高
等
学
校
）
の
校
長
を
そ
れ
ぞ
れ
歴
任
す
る
。 

明
治
42
年
に
は
、
蘇
峰
の
民
友
社
よ
り
『
松
陰
先
生
女
訓
』
を
出
版
し
て
い
る
。
乃
木
希
典

と
吉
田
家
は
親
戚
関
係
に
あ
り
、
生
涯
に
渡
っ
て
親
交
が
あ
っ
た
。
乃
木
が
日
露
戦
争
旅

順
攻
撃
の
際
に
得
た
漢
詩
『
金
州
城
外
の
作
』
は
、
第
二
中
学
校
長
吉
田
庫
三
宛
に
送
っ
た

一
枚
の
葉
書
に
記
さ
れ
た
の
が
世
に
出
た
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。 

◆
展
示
書
簡 

（明
治
41
年
11
月
4
日
付
） 

拝
呈
高
著
早
速
御
寄
示
成
下
さ
れ
□
手
揮
処
即
夜
通
読
致
候 

今
更
高
著
に
対
し
て

批
評
す
べ
き
詞
は
無
之
候
へ
と
も
生
の
最
敬
服
且
驚
喜
致
付
仁
兄
の
松
陰
研
究
に
於
る

御
識
見
大
進
歩
成
下
さ
れ
御
事
に
て
実
に
仁
兄
の
精
微
周
密
な
る
観
察
は
流
麗
に
し

て
簡
明
な
る
文
章
と
相
待
ち
て
欲
深
き
生
の
目
に
も
曾
祖
の
人
物
を
遺
憾
な
く
発
揮

せ
ら
れ
大
な
る
も
の
と
拝
見
致
候 

其
の
真
偽
は
天
下
後
世
二
見
る
へ
か
ら
さ
る
事
と

断
念
羅
在
候
処 

恰
も
五
十
年
祭
二
当
た
り
て
此
の
好
著
を
得
候
は
無
上
の
快
心
事

に
御
坐
候 

先
は
読
余
匆
卒
壱
筆
妄
言
高
怒
下
さ
れ
度 

書
外
万
拝
唔
奉
期
候 

拝

具 曾
祖
五
十
年
祭
の
前
五
夜 

庫
三 

蘇
峰
仁
兄
大
人 

侍
史 

封
筒
表 

東
京
京
橋
日
吉
町
民
友
社 

徳
富
蘇
峰
先
輩 

侍
史 

封
筒
裏 

ヨ
コ
ス
カ
市
仕
野
一
五
二 

吉
田
庫
三 

 
 蘇

峰
は
『
吉
田
松
陰
』
の
改
訂
版
を
出
版
す
る
に
際
し
て
、
吉
田
家
当
主
の
吉
田
庫
三
か

ら
資
料
の
提
供
を
受
け
て
い
た
。
手
紙
で
は
、
松
陰
の
没
後
五
十
年
祭
に
当
た
っ
て
改
訂
版

が
出
た
こ
と
は
「無
上
の
快
心
事
」で
あ
る
と
そ
の
喜
び
を
伝
え
て
い
る
。 

 

○
『松
陰
先
生
女
訓
』吉
田
庫
三
編
（明
治
42
年
6
月
発
刊 

昭
和
4
年
改
版
・民
友
社
） 

 

吉
田

よ

し

だ 

茂
子

し

げ

こ 
(

吉
田
庫
三
の
妻) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田
松
陰
は
、
安
政
元
年(

１
８
５
４)

、
下
田
で
密
航
を
企
て
る
直
前
に
、
鎌
倉
瑞
泉
寺
の

住
職
で
あ
っ
た
母
方
の
伯
父
に
あ
た
る
第
二
十
五
世
住
職
竹
院
和
尚
に
会
い
に
き
た
と
い

わ
れ
る
。
密
航
に
失
敗
し
た
松
蔭
は
獄
中
、
瑞
泉
寺
を
訪
れ
た
詩
を
詠
じ
た 

 

山
の
青
々
と
し
た
竹
の
光
が
窓
か
ら
射
し
込
ん
で
く
る
。
方
丈
は
奥
深
く
、
錦
屏
山
の

懐
に
抱
か
れ
て
物
静
か
で
あ
る
。
い
ま
私
は
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
獄
中
に
あ
り
、
む
な

し
く
苦
し
み
を
味
わ
っ
て
い
る
。
あ
る
夜
夢
に
瑞
泉
寺
を
訪
ね
た 

 昭
和
４
年
12
月
3
日
付
、
吉
田
茂
子
か
ら
の
手
紙
は
、
瑞
泉
寺
の
石
碑
建
立
の
際
に
蘇

峰
が
尽
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
。 

瑞
泉
寺
山
門
の
前
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
「松
陰
吉
田
先
生
留
跡
」（
昭
和
4
年
建
立
）
は
、
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徳
富
蘇
峰
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
石
碑
の
原
拓
展
示
中
） 

 
◆
展
示
書
簡 

（昭
和
4
年
12
月
3
日
付
） 

謹
み
て
申
上
候 

昨
日
は
い
ろ
い
ろ
御
厄
介
様
に
相
成
難
有
厚
く
御
礼
申
上
候 

此
度

は
石
碑
建
立
に
つ
き
一
方
な
ら
ぬ
御
力
尽
し
い
た
だ
き
何
と
も
御
礼
の
申
上
様
も
無
之

候 

御
蔭
さ
ま
に
て
か
く
れ
た
る
遺
跡
を
し
て
永
く
世
に
紹
介
し
て
頂
き
誠
に
く
悦
ば

し
く
感
謝
い
た
し
居
り
候
次
第
に
て
先
生
の
霊
も
さ
ぞ
か
し
御
満
足
の
事
と
ぞ
ん
じ
上

候 

只
々
残
念
に
感
じ
候
事
は
先
生
の
愛
妹
児
玉
芳
子
並
に
先
生
の
為
に
は
何
も
の
を

も
い
と
わ
ざ
り
し
吉
田
庫
三
と
こ
の
よ
ろ
こ
び
を
共
に
な
し
得
ざ
り
し
事
に
御
座
候 

右

不
躾
を
も
か
え
り
み
ず
書
中
御
礼
申
出
候 

向
寒
の
候
折
柄
自
重
遊
ば
さ
れ
候
様
い
の

り
上
奉
り
候 

か
し
こ 

十
二
月
二
日 

 
 

吉
田
茂
子 

徳
富
先
生 

み
も
と
に 

封
筒
表 

大
森
山
王 

徳
富
先
生 
御
直
披 

封
筒
裏 

青
山
原
宿
一
七
〇
の
六
号 
吉
田
茂
子 

  

長
州
五
傑(

長
州
フ
ァ
イ
ブ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊
伊
藤

い

と

う 

博
文

ひ

ろ

ぶ

み 

１
８
４
１
～
１
９
０
９ 

（
天
宝
12
～
明
治
42
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◆
展
示
書
簡 

（明
治
35
年
6
月
23
日
付
） 

拝
啓 

益
御
清
適
奉
賀
候 

陳
ば
明
日
午
後
五
時
赤
坂
三
河
屋
に
而
小
集
相
催
候
間 

御
閑
暇
に
御
坐
候
は
ゞ
御
来
車
成
下
さ
れ
度
奉
待
候 

草
々
敬
具 

六
月
廿
三
日 

博
文 

徳
富
猪
一
郎
殿 

封
筒
表 

赤
坂
区
青
山
南
町
六
丁
目
三
十
番
地 

徳
富
猪
一
郎
殿 

封
筒
裏 

明
治
卅
五
年
六
月
廿
三
日 

 

侯
爵
伊
藤
博
文 

 

＊
井
上

い

の

う

え 

馨
か
お
る 

１
８
３
６
～
１
９
１
５ 

（
天
保
6
～
大
正
4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幕
末
・
明
治
・
大
正
期
の
政
治
家
。
長
州
藩
士
・
井
上
光
亨
の
次
男
。
幼
名
勇
吉
、
の
ち
に

聞
多
。
号
は
世
外
。 

藩
校
・
明
倫
館
で
学
び
、
岩
屋
源
蔵
に
師
事
し
て
蘭
学
を
学
ん
だ
。
万
延
元
年
小
姓
役
と

な
り
、
藩
主
毛
利
敬
親
と
世
子
定
広
の
側
近
に
仕
え
た
。
尊
王
攘
夷
を
主
唱
し
、
文
久
2

年
高
杉
晋
作
ら
と
外
国
公
使
館
襲
撃
を
企
て
た
。
翌
年
伊
藤
博
文
、
山
尾
庸
三
ら
と
イ

ギ
リ
ス
へ
密
航
す
る
が
、
そ
の
留
学
中
に
国
力
の
違
い
を
目
の
当
た
り
に
し
て
開
国
論
に
転

じ
、
翌
元
治
元
年
の
下
関
戦
争
で
は
伊
藤
と
共
に
急
遽
帰
国
し
て
和
平
交
渉
に
尽
力
し
た
。

帰
国
後
木
戸
孝
允
ら
と
薩
長
連
合
に
奔
走
す
る
。
維
新
後
は
新
政
府
参
与
と
な
り
外

交
・
財
政
の
衝
に
当
た
る
。
三
井
を
は
じ
め
、
実
業
界
と
も
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
、
鉄
道

事
業
な
ど
に
も
関
与
。
伊
藤
内
閣
の
外
相
・内
相
・蔵
相
を
務
め
た
。
鹿
鳴
館
に
象
徴
さ
れ

る
欧
化
政
策
を
展
開
し
、
不
平
等
条
約
の
改
正
に
奔
走
。
引
退
後
も
元
老
と
し
て
重
き
を

な
し
た
。 

 

◆
展
示
書
簡 

（明
治
43
年
2
月
1
日
付
） 

尊
翰
拝
読 

貴
新
聞
満
二
十
年
紀
に
付
祝
意
之
句
差
出
候
様
御
申
越
成
下
さ
れ 

如

御
承
知
老
耄
且
実
に
愚
筆
に
候
得
共 

応
命
両
句
案
出
差
し
申
候 

多
分
世
人
之
一

笑
に
帰
し
申
す
べ
く 

御
熟
考
之
上
紙
上
に
出
版
之
許
否
は
篤
と
御
考
慮
之
上
御
裁

断
成
さ
れ
た
く
候 

不
顧
赤
面
持
せ
差
出
し
候
間
御
笑
留
下
さ
れ
度
候 

草
々
頓
首 

二
月
一
日 

 
 

馨 

徳
冨
猪
一
郎
様 

封
筒
表 

徳
富
猪
一
郎
殿 

馨 
  

＊
山
尾

や

ま

お 

庸
三

よ

う

ぞ

う 

１
８
３
７
～
１
９
１
７ 

（天
保
8
～
大
正
6
）  

 
 
 
 
 

 

明
治
期
の
政
治
家
。
長
州(

萩)

藩
士
・
山
尾
忠
治
郎
の
次
男
。
周
防
国(

山
口
県)

小
郡
に

生
ま
れ
吉
田
松
陰
ら
に
学
ぶ
。
嘉
永
5
年
江
戸
に
上
り
、
文
久
1
年
に
は
幕
臣
北
岡
健

三
郎
と
共
に
ロ
シ
ア
領
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
査
察
を
行
う
。
翌
2
年
高
杉
晋
作
ら
と
イ
ギ

リ
ス
公
使
館
焼
き
打
ち
に
参
加
、
さ
ら
に
翌
3
年
長
州
の
軍
備
強
化
の
目
的
も
あ
っ
て
、

伊
藤
俊
輔(
博
文)

、
井
上
聞
多(

馨)

、
遠
藤
謹
助
、
野
村
弥
吉
と
イ
ギ
リ
ス
に
密
航
（
長
州

五
傑
・長
州
フ
ァ
イ
ブ
）。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
渡
り
、
工
業
技
術
、
造
船
技
術
を
学

ん
で
帰
国
。
新
た
に
創
設
さ
れ
た
法
制
局
の
初
代
長
官
を
務
め
た
。
の
ち
の
東
京
大
学
工

学
部
の
前
身
と
な
る
工
学
寮
を
創
立
。 

ろ
う
者
の
人
材
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
明
治
13
年
に
楽
善
会
訓
盲
院
を
設
立
し
た
。
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そ
の
後
工
部
省
を
退
き
、
宮
中
顧
問
官
、
法
制
局
長
官
な
ど
を
歴
任
、
20
年
子
爵
に
任

じ
ら
れ
た
。 

 
◆
展
示
書
簡 

（明
治
34
年
9
月
14
日
付
） 

拝
啓
時
下
残
暑
の
砌
に
候
得
共
益
御
清
適
大
賀
仕
候 

陳
者
来
る
十
六
日
租
酒
差
上

度
且
つ
同
時
伊
藤
侯
一
行
之
送
別
を
も
相
催
し
度
と
存
候
間 

同
日
御
操
合
之
上
午

後
五
時
赤
坂
新
坂
町
木
戸
孝
正
宅
へ
御
光
来
下
さ
れ
た
く
此
の
段
御
案
内
申
進
候 

敬
具 

九
月
十
四
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

山
尾
庸
三
・
木
戸
孝
正
・広
沢
金
次
郎
・前
島
彌 

追
て
御
来
東
の
有
無
御
一
報
願
上
候 

徳
富
猪
一
郎
殿 

 
 

明
治
34
年
9
月
14
日
付
の
手
紙
は
、
山
尾
庸
三
、
木
戸
孝
正
、
広
沢
金
次
郎
、
前
島

彌
の
連
名
で
、
伊
藤
博
文
の
渡
露
送
別
会
へ
蘇
峰
を
招
待
す
る
内
容
で
あ
る
。 

＊
木
戸
孝
正
は
木
戸
孝
允
の
養
子
で
、
来
原
良
蔵
の
長
男
。 

＊
広
沢
金
次
郎
は
維
新
十
傑
の
広
沢
真
臣
の
子
。
妻
は
山
尾
庸
三
の
娘
。 

 厚
東

こ

と

う 

常
吉

つ

ね

き

ち 

１
８
８
４
～
１
９
６
８ 

(

明
治
17
～
昭
和
43) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
口
県
会
議
長
・衆
議
院
議
員
・
萩
商
工
会
議
所
会
頭
・
松
陰
神
社
改
築
奉
賛
会
長
な
ど

を
つ
と
め
た
政
治
家
・
実
業
家
。
萩
の
名
宿
「
常
茂
恵
」
の
創
設
者
。
松
陰
神
社
の
復
興
・再

建
に
尽
力
し
「
雷
鳴
」
の
異
名
を
持
つ
。
そ
の
功
績
に
よ
り
松
陰
神
社
内
に
銅
像
が
建
つ
。
書

簡
中
に
あ
る
松
下
村
塾
開
塾
百
年
式
典
で
披
露
さ
れ
た
蘇
峰
の
賛
辞
の
草
稿
も
展
示
中

で
あ
る
。 

 

◆
展
示
書
簡 

（昭
和
31
年
8
月
25
日
付
） 

残
暑
の
折
柄
先
生
に
は
如
何
御
起
居
遊
ば
さ
れ
候
や
御
伺
い
申
上
候
扨
て
か
ね
て
御

存
知
の
通
り
去
る
廿
二
日
松
下
村
塾
開
塾
百
年
記
念
式
を
挙
行
無
事
終
了
致
申
候 

当
日
神
前
に
供
え
し
御
神
饌
別
便
に
て
御
送
付
申
上
候
間
何
卒
御
受
納
下
さ
れ
度
候 

尚
過
日
は
わ
ざ
わ
ざ
松
陰
先
生
に
関
す
る
賛
辞
御
恵
送
下
さ
れ
辱
く
存
じ
奉
り
厚
く

御
礼
申
上
候 

式
は
改
築
の
松
陰
神
社
々
殿
に
於
て
厳
粛
裡
に
報
告
祭
を
行
い
式
後

学
校
生
徒
の
松
陰
先
生
に
関
す
る
感
想
発
表
及
び
松
陰
全
集
編
纂
委
員
た
り
し
玖
村

山
口
大
学
教
育
学
部
長
の
講
演
を
行
い
、
そ
の
席
上
先
生
の
賛
辞
を
熊
野
委
員
長

（松
陰
先
生
百
年
祭
準
備
委
員
会
）朗
読
致
し
聴
衆
一
同
深
き
感
銘
を
享
け
申
候 

辞

中
に
昭
和
十
年
先
生
来
萩
の
記
事
あ
り
当
時
の
史
跡
産
業
博
覧
会
は
不
肖
が
微
力
を

振
っ
て
主
唱
開
催
せ
し
も
の
に
て
当
時
を
追
憶
し
て
懐
旧
の
情
一
段
と
切
な
る
も
の
あ

り 

当
時
撮
影
せ
し
先
生
の
写
真
を
見
出
し
一
葉
封
入
致
し
御
高
覧
に
供
し
申
し
候 

三
年
後
の
松
陰
先
生
百
年
祭
に
は
是
非
と
も
先
生
の
御
来
萩
を
皆
々
鶴
首
熱
望
致
し

居
候 

申
す
も
愚
か
に
候
え
ど
も
何
卒
御
加
養
御
長
寿
の
程
道
の
為
め
国
の
為
祈
り
奉

り
候 

 

八
月
廿
五
日 

匆
々
頓
首 

松
陰
神
社
改
築
奉
賛
会
長 

厚
東
常
吉 

徳
富
蘇
峰
先
生
虎
皮
下 

封
筒
表 

静
岡
県
熱
海
市
伊
豆
山 

徳
富
蘇
峰
先
生 

封
筒
裏 

山
口
県
萩
市
松
陰
神
社
改
築
奉
賛
会
長 

厚
東
常
吉 

 

「松
下
村
塾
開
塾
百
年
式
典
で
披
露
さ
れ
た
蘇
峰
の
賛
辞
の
草
稿
」 

 

松
陰
先
生
は
維
新
回
天
の
急
先
鋒
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
世
日
本
に
於
け
る
大
教
育

者
で
あ
る
。
先
生
の
松
下
村
塾
に
主
た
る
先
生
一
生
涯
三
十
年
の
十
分
の
一
に
も
た
ら
な
い
。

然
も
先
生
の
誨
を
受
け
た
る
青
年
の
数
も
多
か
ら
ず
。
其
の
期
間
も
亦
た
短
し
、
然
も
彼
等

は
先
生
に
よ
り
て
其
の
全
人
格
を
養
成
し
、
其
の
真
骨
頂
を
打
ち
出
し
た
。
先
生
其
の
人
も

教
課
書
で
あ
る
。
先
生
の
言
行
其
物
が
教
材
で
あ
る
。
先
生
の
精
神
、
気
魄
力
霊
火
と
な
り

て
彼
等
の
心
に
熱
と
光
と
を
与
え
た
。
曽
て
昭
和
十
年
四
月
末
、
予
は
山
口
県
教
育
会
の
招

に
応
じ
、
萩
市
に
赴
き
松
下
村
塾
を
訪
う
。
其
の
眼
前
の
感
興
を
左
の
二
十
八
字
に
綴
っ
た 

柱
頭
歴
々
認
刀
傷(

柱
頭
歴
々
刀
痕
を
認
む) 

堪
想
当
年
国
士
魂
（想
う
に
堪
え
た
り
当
年
志
士
の
魂
） 

花
落
東
光
寺
畔
路(

花
落
つ
東
光
寺
畔
の
路) 

松
陰
夫
子
読
書
村(

松
陰
夫
子
書
を
読
む
の
村) 

今
や
村
塾
創
立
百
年
祭
に
際
し
、
山
口
県
の
諸
君
有
志 

予
に
一
言
を
徴
せ
ら
る
。
予
今
や

老
旦
病 

言
わ
ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
山
の
如
く
多
き
も
力
克
わ
ず
。
唯
だ
我
が
国
九
千
万
同

胞
中
、
先
生
の
報
国
殉
道
の
大
節
に
対
し
、
奮
発
興
起
す
る
者
あ
る
を
翹
首
企
足
し
て
待
つ

も
の
で
あ
る
。
而
し
て
唯
だ
此
時
を
最
も
然
り
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

昭
和
卅
一
年
七
月
念
六 

火
国
後
学
蘇
峰
豪
叟 

頽
令
九
十
又
四 
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周
布

す

ふ 

公
平

こ

う

へ
い 

１
８
５
１
～
１
９
２
１ 

（
嘉
永
3
～
大
正
10) 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
長
州
藩
士
・
周
布
政
之
助
の
次
男
・
嫡
子
。
神
奈
川
県
知
事
、
兵
庫
県
知
事
、
山
県
内
閣

書
記
官
長
、
貴
族
院
議
員
。 

吉
田
庫
三
を
神
奈
川
県
下
2
校
の
校
長
に
推
し
た
の
は
、
当
時
神
奈
川
県
知
事
で
あ
っ
た

周
布
の
功
績
と
い
わ
れ
る
。 

 

◆
展
示
書
簡 

（大
正
3
年
5
月
27
日
付
） 

拝
啓
御
尊
父
一
敬
殿
御
病
気
の
所
御
保
養
不
被
為
叶 

遂
御
逝
去
遊
ば
さ
れ
候
段 

御
通
知
に
接
し
驚
入
哀
悼
の
至
り
に
堪
え
ず
候 

貴
殿
は
じ
め
御
■
■
様
嘸
々
御
愁

傷
の
御
事
に
奉
為
察
候
取
り
敢
え
ず
書
中
以
て
御
悔
申
上
候 

敬
具 

五
月
二
十
七
日 

 
 

周
布
公
平 

徳
冨
猪
一
殿 

封
筒
表 

青
山
南
町
六
ノ
三
〇 
徳
富
猪
一
郎
殿 

封
筒
裏 

周
布
公
平 

 

杉 す

ぎ 

道 み

ち

助 す

け 

１
８
８
４
～
１
９
６
４ 

（明
治
17
～
昭
和
39) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
大
阪
・
関
西
財
界
の
代
表
者
。
曽
祖
父
は
吉
田
松
陰
の
父

で
あ
る
杉
百
合
之
助
。
祖
父
は
吉
田
松
陰
の
兄
に
あ
た
る
杉
民
治
。
八
木
商
店
社
長
と
な

り
、
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
を
23
年
間
務
め
、
日
本
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
新
日
本
放

送
（
現
・
毎
日
放
送
）
社
長
、
海
外
市
場
調
査
会
（
現
・
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
略
称

J
E
T
R
O

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
を
設
立
後
、
理
事
長
と
な
る
。
鳩
山
一
郎
内
閣
に
お
い
て
日
ソ
交
渉
全

権
顧
問
、
日
韓
会
談
首
席
代
表
と
し
て
政
界
に
も
関
与
し
た
。 

 

◆
展
示
書
簡 

（昭
和
16
年
4
月
18
日
付
） 

徳
冨
猪
一
郎
殿 

侍
史 

杉
道
助 

拝
啓
松
岡
洋
右
氏
の
慫
慂
に
よ
り
て
吉
田
松
陰
書
簡
集
の
撮
影
写
真
を
作
り
ま
し
た

か
ら
一
部
差
上
げ
ま
す
。
此
の
原
本
は
山
口
県
明
木
瀧
口
家
の
秘
宝
で
あ
り
ま
す
。
岩

田
博
蔵
氏
、
岡
本
一
郎
氏
の
御
配
慮
に
て
瀧
口
吉
繼
氏
の
御
厚
意
あ
る
御
快
諾
を
得

て
写
さ
し
て
頂
き
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
す 

五
十
五
部
作
り
ま
し
て
吉
田
松
陰
に
関
係

あ
る
方
々
に
御
預
け
し
た
の
で
あ
り
ま
す 

右
御
案
内
迄 

追
而
貴
台
に
は
未
だ
拝
眉
の
栄
を
得
ま
せ
ん
の
で
、
私
自
己
紹
介
を
致
し
ま
す
。
私

は
杉
民
治(

梅
太
郎)

の
嫡
孫
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
仕
事
は
株
式
会
社
八
木
商
店
社
長

で
あ
り
ま
し
て
傍
ら
大
阪
商
工
会
議
所
の
会
頭
を
勤
め
て
居
り
ま
す
。 

先
生
は
御
記
憶
は
あ
り
ま
す
ま
い
が
、
私
青
年
時
代
先
生
に
は
明
治
四
十
三
年
興 

 

津
の
井
上
侯
邸
に
て
御
目
に
懸
り
、
又
二
十
四
五
年
前
、
松
陰
の
愛
誦
せ
る
太
宰
春
臺

の
産
語
中
の
一
節
を
書
い
て
戴
き
ま
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

封
筒
表 

東
京
市
大
森
山
王 

徳
富
蘇
峰
様 

侍
史 

封
筒
裏 

大
阪
市
住
吉
区
万
代
西
一
丁
目
四
五 

杉
道
助 

   

❹
日
本
画
に
描
か
れ
た
花
と
植
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

❀
川
端

か
わ
ば
た

龍
子

り
ゅ
う
し

（１
８
８
５
～
１
９
６
６ 

和
歌
山
県
生
） 

本
名
・
昇
太
郎
。
日
本
画
家
。
大
作
主
義
の
「
青
龍
社
」
を
旗
揚
げ
。
文
化
勲
章
受
章
。
こ
の
サ
イ

ズ
100
号
の
「蘇
峰
立
像
」
は
、
蘇
峰
の
米
寿
を
記
念
し
て
描
か
れ
た
。 

 

「蘇
峰
立
像
」 

１
９
５
７
（
昭
和
32
）年 

蘇
峰
画
賛 

 

❀
福
田
眉
仙

ふ
く
だ
び
せ
ん 

(

１
８
７
５
～
１
９
６
３) 

兵
庫
県
相
生
生
） 

久
保
田
米
僊
や
橋
本
雅
邦
に
学
ぶ
。
後
に
師
と
な
る
岡
倉
天
心
か
ら
は
南
画
（
文
人
画
）の
復
興

を
託
さ
れ
た
。
画
境
は
写
実
主
義
。 

「紅
梅
」 

１
９
４
８
（昭
和
23
）年 

蘇
峰
画
賛 

 

❀
野
沢
如

の
ざ
わ
じ
ょ

洋よ
う

（１
８
６
５
～
１
９
３
７ 

青
森
県
弘
前
生
） 

本
名
・
三
千
治
。
京
都
で
今
尾
景
年
に
学
ぶ
。
山
水
、
馬
な
ど
の
水
墨
画
を
得
意
と
し
た
。
文
展

審
査
員
に
任
命
さ
れ
る
も
辞
退
、
生
涯
反
官
展
主
義
を
通
し
た
。 

「竹
」  

１
９
３
７
（
昭
和
12
）年 

 

蘇
峰
画
賛 

 

❀
山
元

や
ま
も
と

桜お
う

月げ
つ

（１
８
８
７
～
１
９
８
５ 

滋
賀
県
生
） 
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13
歳
で
叔
父
の
山
元
春
拳
の
門
に
。
昭
和
4
年
よ
り
無
鑑
査
出
品
。
桜
月
独
自
の
清
澄
幽
玄

な
画
風
は
、
横
山
大
観
の
絶
賛
を
受
け
た
。 

「朴
の
木
」  

 

１
９
４
２
（昭
和
17
）
年 

蘇
峰
画
賛 

 

❀
吉
川

き
っ
か
わ

朝
ち
ょ
う

衣い 

湘
南
地
方
の
美
術
教
師
を
務
め
る
傍
ら
、
安
田
靫
彦
に
師
事
。
歴
史
画
や
動
物
画
、
植
物
画
を

得
意
と
し
た
。 

「菊
」  

 
 
 
 
 
 

１
９
４
６
（昭
和
21
）年 

蘇
峰
画
賛 

 

❀
平
福
百

ひ
ら
ふ
く
ひ
ゃ
く

穂す
い

（１
８
７
７
〜１
９
３
３ 
秋
田
県
角
館
生
） 

東
京
美
術
学
校
卒
業
後
、
結
城
素
明
ら
と
自
然
主
義
的
写
生
画
を
目
指
す
。
国
民
新
聞
時
代

に
は
、
蘇
峰
の
寵
愛
を
受
け
る
。
岩
波
書
店
の
壺
形
マ
ー
ク
は
平
福
の
デ
ザ
イ
ン
。 

「椿
」
（屏
風
） 

 

❀
麗
子 

「林
下
美
人
」  

 

１
９
４
８
（
昭
和
23
）年 

蘇
峰
画
賛 

 

❀
吉
川
朝
衣 

「鳥
兜
図
」  

 
 

１
９
４
６
（昭
和
21
）年 

蘇
峰
画
賛 

 

❀
吉
川
朝
衣 

「空
木
（う
つ
ぎ
）」(

屏
風) 

 ❀
歌
川

う
た
が
わ

広
重

ひ
ろ
し
げ 

（１
７
９
７
〜１
８
５
８ 

東
京
生
） 

本
名
・
安
藤
鉄
蔵
。
浮
世
絵
師
。
か
つ
て
は
安
藤
広
重
と
も
呼
ば
れ
た
。
ゴ
ッ
ホ
や
モ
ネ
に
影
響
を

与
え
た
世
界
的
に
著
名
な
画
家
。
「ヒ
ロ
シ
ゲ
ブ
ル
ー
」
で
有
名
。 

「花
見
」 

❀
山
元

や
ま
も
と

桜お
う

月げ
つ 

「桜
葉
富
士
山
」  

 

１
９
４
２
（昭
和
17
）
年 

蘇
峰
画
賛 
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